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1 ．はじめに：本稿の目的
本稿の目的は，キャリア教育科目の受講により，学
生のキャリア意識にどのような変化が生じているの
か，その変化を測定することにある．しかしその把握
の重要性は強く認識されながらも，方法については多
数の研究が進められている状況であり，共通化された
指標が存在するということができる段階にはない（辻
ほか 2018; 藤田 2019 など）．
そうしたなかにあって，質問項目がそれほど多くな
く，評価方法として関連研究も蓄積されつつあるのが
「キャリア意識の発達に関する効果測定テスト
（Career Action-Vision Test: CAVT）」（以下，CAVT
と表記）である（田澤 2010; 永作ほか 2012; 永作・縷
坂 2014; 平尾 2017; 小山 2019 など）．このテストは，
「アクション」と「ビジョン」に関する質問 6項目ず
つから構成されている．「アクション」は，将来に向
けてどの程度熱心かつ積極的に行動を行っているかを
測定するための項目群であり，「ビジョン」は，将来
に向けたビジョンや夢，やりたいことなどをどの程度
明確にしているか，またそれに向けて準備しているか
を測定するための項目群である（下村ほか 2009）．先
行研究ではすでに，「アクション」と「ビジョン」の
得点がともに高い者は，学業成績が概して良く，就職
活動における活動量が多く，就職内定先に満足してい
るといった傾向が報告されている（田澤・梅崎 
2012）．
こうした利点を活かし，本稿ではキャリア教育科目
それぞれの位置づけや内容を検討する上で重要な指標
となる学生のキャリア意識の変化の状況を，CAVT
を用いて測定することを試みる．その上で，授業時間
外の活動を含むのか否かという授業の実施形態によっ
て測定されるキャリア意識に特徴が見られるのか，ま
た，日本人学生と外国人留学生でその特徴が異なるの
か否か，という点についてもあわせて検討する．
2 ．使用するデータ
本稿で用いるCAVTの「アクション」と「ビジョン」
に関する質問は表 1の通りである．
これらの質問項目は，いずれも 5件法で，「かなり
できている」の 5点から「できていない」の 1点まで
を与えている．そのため，「アクション」と「ビジョン」
それぞれの得点は 6項目の合計点である 6点から30点
の範囲をとる．
また本稿で用いるデータは，T大学において2018年
度前期および後期と2019年度前期に開講された 7科目
のキャリア教育科目の受講者167名を対象とした
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本稿ではキャリア教育科目それぞれの位置づけや内容を検討する上で重要な指標となる学生のキャリア意識の変
化の状況を，「キャリア意識の発達に関する効果測定テスト（Career Action-Vision Test: CAVT）」を用いて測定す
ることを試みた．その上で，教室中心の授業なのか授業時間外の活動を含む授業なのかという授業の実施形態によっ
てキャリア意識に特徴が見られるのか，また，日本人学生と外国人留学生でその特徴が異なるのか否か，という点
についても検討した．
授業前後のキャリア意識の変化については，キャリア意識が高い群に分類される者の比率が授業開始時の33％か
ら授業後には64％へ大幅に増加するなど，キャリア教育科目の一定の効果が確認できた．一方で，授業の実施形態
による違いは見られなかったが，特に日本人学生は外国人留学生よりもキャリア意識の自己評価が低い傾向があり，
キャリア教育が自己評価を高めるという効果を持つ点は重要な意義を持つと考えられる．
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CAVTの結果である．これら 7科目それぞれの特徴
と回答者数は表 2の通りであるが，各授業とも主に 1
～ 2年時の学生を対象とした教養科目として開講され
た科目で，授業開始の段階で 1回目の調査を実施し（授
業前調査），授業終了の段階で 2回目の調査を実施し
た（授業後調査）．いずれも記名式の自記式調査とし
て実施し，キャリア教育科目の受講前後の比較をする
ため 2回分のデータを得ることができたのは98名分で
あった（設問により有効回答数は異なる）．
これらの授業は，授業形態・内容で区分すると，座
学中心（教室中心）の授業A・B・D・F，授業外の
活動や学外での活動を組み込んだ授業C，E，Gの 2
つに大別できる．この区分を用いた場合，授業前後の
比較が可能なデータ数は，「教室中心の科目」が78，「授
業外活動を組み込んだ科目」が20となる．
3 ．質問項目ごとの回答状況
全回答者のデータを用いて，12項目の回答（「かな
りできている」の 5点から「できていない」の 1点ま
での平均値）を授業前後の別にまとめたのが図 1であ
る．
授業前の時点でもっとも高い値となっているのは
「何事にも積極的に取り組む」「様々な視点から物事を
見られる人間になる」である．さらに中間の値である
3点（どちらともいえない）を基準に見てみると，授
業前でこの値を超えているのは「学外の様々な活動に
熱心に取り組む」「様々な人に出会い，人脈を広げる」
「将来のことを調べて考える」などである．授業前の
時点でこうした傾向が確認できることから，キャリア
教育科目を履修するという行動自体がこうした意識や
行動を要請している可能性があることを指摘できる．
必修科目ではないキャリア教育科目の効果測定にあ
たってはこうした点に留意する必要があろう．
授業前後の値を比較すると，いずれの項目も授業前
よりも授業後の方が高くなっており，キャリア教育科
目の受講が一定の効果をもたらしていることがうかが
える．とはいえ，もちろん授業前後には約 4ヶ月あり，
この間のさまざまな経験もこれらの伸びに寄与してい
ることを否定するものではない．
授業前後の値を比較できる回答を用いて，授業前後
の評価の差異，すなわち授業後の伸びを示したのが図
2である．奇数番号の項目，すなわち「ビジョン」の
項目において0.8～1.0ポイントほど評価が向上してい
ることがわかる．特に授業前にもっとも評価が低かっ
た「将来のビジョンを明確にする」は大きくその値を
上昇させており，これらすべてのキャリア教育科目が
目標のひとつに掲げている各自のキャリアデザイン構
築を促進することに貢献しているといえよう．ただし
「自分が本当にやりたいことを見つける」だけはその
表 1　質問項目（①から⑫は質問紙上の番号）
アクション
　②学外の様々な活動に熱心に取り組む
　④尊敬する人に会える場に積極的に参加する
　⑥人生に役立つスキルを身につける
　⑧様々な人に出会い，人脈を広げる
　⑩何事にも積極的に取り組む
　⑫様々な視点から物事を見られる人間になる
ビジョン
　①将来のビジョンを明確にする
　③将来の夢をはっきりさせ，目標を立てる
　⑤将来，具体的に何をやりたいかを見つける
　⑦将来に備えて準備する
　⑨将来のことを調べて考える
　⑪自分が本当にやりたいことを見つける
表 2　調査を実施した科目と回答者数
授業名
開講
時期
特徴
回答者数
（前後比較
可能数）
授業A
2018
前期
座学中心・質疑多い 19（14）
授業B
2018
後期
座学中心・外部講師による
オムニバス
75（46）
授業C
2018
後期
授業外活動が約半分・ 2年
生以上受講可
19（13）
授業D
（Aと同
科目）
2019
前期
座学中心・質疑多い 20（15）
授業E
2019
前期
学外活動が約半分・ 2年生
以上受講可
3（3）
授業F
2019
前期
座学中心・外部講師による
オムニバス
23（3）
授業G
2019
前期
授業外活動および学外活動
が 7割程度
8（4）
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伸びが0.6ポイント程度に留まっており，「本当にやり
たいことを見つける」ことの難しさが率直に表明され
ていると見ることができる．同様に，「アクション」
の項目はいずれもその伸びが0.4～0.6ポイントほどに
留まっており，意識面よりも行動面における変化の促
進の難しさを示しているということができよう．
4 ．授業前後の学生の変化
1.1　CAVTによる類型の変化
CAVTでは，「アクション」と「ビ
ジョン」に関連する各 6項目の回
答を合計することにより「アク
ション」得点と「ビジョン」得点
を算出し，その得点をプロット
シートにプロットすることで，各
自のキャリア意識の状況や変化を
確認できるようになっている．「ア
クション」得点と「ビジョン」得
点は 6点から30点までの値をとる
ため，各得点の中間である18点を
原点とした 4象限が構成され，
CAVTプロットシートではこの 4
象限を 3つのゾーンに区分してい
る．
「Aゾーン」は，「アクション」
得点と「ビジョン」得点がともに
18点以上のゾーン（第一象限）を
指す．このゾーンは，「現在のと
ころ，キャリア形成に向けて積極
的に活動しており，将来に対する
展望も明確である」と解釈される
（下村ほか 2009）．
「Bゾーン」は，「アクション」
得点と「ビジョン」得点の一方が
18点以上で，もう一方がそれ以下
の場合である（第二・第四象限）．
「キャリア形成に向けた活動また
は将来に対する展望のどちらかは
高いので，これからは低かった方
にも力を入れていくとよい」とさ
れる（下村ほか 2009）．本稿では，このBゾーンを「ア
クション」得点が18点以上の「B1ゾーン」（第四象限）
と「ビジョン」得点が18点以上の「B2ゾーン」（第二
象限）に区分した．
そして「Cゾーン」は，「アクション」得点と「ビジョ
ン」得点がともに18点以下のゾーン（第三象限）を指
す．「キャリア形成に向けて積極的に活動を始め，将
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4. 授業前後の学生の変化 
1.1 CAVT による類型の変化 
CAVTでは，「アクション」と「ビジョ
ン」に関連する各 6 項目の回答を合計
することにより「アクション」得点と
「ビジョン」得点を算出し，その得点
をプロットシートにプロットすること
で，各自のキャリア意識の状況や変化
を確認できるようになっている．「アク
ション」得点と「ビジョン」得点は6点
から30点までの値をとるため，各得点
の中間である 18 点を原点とした 4 象
限が構成され，CAVTプロットシートで
はこの 4象限を 3つのゾーンに区分し
ている． 
「Aゾーン」は，「アクション」得点
と「ビジョン」得点がともに18点以上
のゾーン（第一象限）を指す．このゾ
ーンは，「現在のところ，キャリア形成
に向けて積極的に活動しており，将来
に対 る展望も明確である」と解釈さ
れる（下村ほか 2009）． 
「Bゾーン」は，「アクション」得点
と「ビジョン」得点の一方が18点以上
で，もう一方がそれ以下の場合である
（第二・第四象限）． キャリア形成に
向けた活動または将来に対する展望の
どちらかは高いので，これからは低か
った方にも力を入れていくとよい」と
される（下村ほか 2009）．本稿では，
この B ゾーンを「アクション」得点が
18 点以上の「B1 ゾーン」（第四象限）
と「ビジョン」得点が18点以上の「B2ゾーン （第二
象限）に区分した． 
そして「Cゾーン」は，「アクショ 」得点と「ビジ
ョン」得点がともに18 下 ゾーン（第三象限）を
指す．「キャリア形成に向けて積極的に活動を始め，将
来に対する展望を明確にすることが重要である」が「こ
れからの頑張りしだいでは大きく伸びる余地がある」
とされる（下村ほか 2009）． 
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来に対する展望を明確にすることが重要である」が「こ
れからの頑張りしだいでは大きく伸びる余地がある」
とされる（下村ほか 2009）．
授業前後の回答の比較が可能な者がそれぞれどの
ゾーンに分類されるのか，授業前後で比較したのが表
3である．
授業前は，97名中Aゾーンに分類されたのは32名
（33％）にとどまり，Cゾーンに分類される者がもっ
とも多く38名（39％）いた．しかし授業後には，Aゾー
ンに分類される者が62名（64％）とほぼ倍増して多数
派となり，Cゾーンに分類される者は 9名（ 9％）に
まで減少した．この変化の内訳に注目すると，17名
（18％）が授業前のBゾーンから授業後にAゾーンへ，
18名（19％）が授業前Cゾーンから授業後はAゾーン
へと変化している．また，授業前Cゾーンの12名（12％）
が授業後にはBゾーンとなっている．このようにプラ
スの方向にキャリア意識を伸ばした者が47名（48％）
と半分近くを占め，授業前後ともにAゾーンだった
者と合わせて 6割以上が授業後Aゾーンに分類され
るという結果となった．このように半数ほどがその
キャリア意識を伸ばした一方で，分類が下降した者も
いる．授業前のAゾーンからは 5名（ 5％）がBゾー
ンへと下降し，Bゾーンからは 1名（ 1％）がCゾー
ンへと変化した．授業前後ともにBゾーンだった者も
9名（ 9％），Cゾーンに留まった者も 8名（ 8％）
いる．分類の変化を向上，Aゾーン維持，B・Cゾー
ン維持，低下と 4つに区分すれば，それぞれ48％，
28％，18％， 6％となり，キャリア意識を伸ばすこと
ができた者が多いが，規模は大きくなくても低い位置
での停滞あるいは低下といった変化が生じていること
にも留意する必要がある．
1.2　授業の形態による差異
今回分析の対象としたキャリア教育科目 7科目は，
授業の形態から「教室中心」科目と「授業外活動を含む」
科目とに区分することができる．この授業形態によっ
て学生のキャリア意識の変化に違いが見られるのかど
うか確認するために，表 4では授業前後のCAVT類型
を授業形態別に示した．分類の変化に注目して，向上，
Aゾーン維持，B・Cゾーン維持，低下と 4つに区分す
れば，「教室中心」科目ではそれぞれ37名（48％），19
名（25％），16名（21％），5名（ 6％）となるのに対
して，「授業外活動を含む」科目では10名（50％），8
名（40％），1名（ 5％），1名（ 5％）であった．
またこうした変化の詳細を確認するために，授業形
態間の「アクション」得点と「ビジョン」得点の平均
表 3　授業前後のCAVT類型の変化（単位：人）
授業後のゾーン分類
A B1 B2 C 合計
授業前のゾーン分類
A 27 2 3 0 32
B1 12 7 0 1 20
B2 5 0 2 0 7
C 18 7 5 8 38
合計 62 16 10 9 97
表 4　授業形態別のCAVT類型の変化（単位：人）
授業後のゾーン分類
A B1 B2 C 合計
教室中心の科目
授業前のゾーン分類
A 19 2 2 0 23
B1 9 7 0 1 17
B2 5 0 2 0 7
C 13 7 3 7 30
合計 46 16 7 8 77
授業外活動を含む科目授業前のゾーン分類
A 8 0 1 0 9
B1 3 0 0 0 3
B2 0 0 0 0 0
C 5 0 2 1 8
合計 16 0 3 1 20
表 5　授業形態別の得点の伸び
度数
平均
値
標準
偏差
アクション（伸び）
t（95）=0.07
p=.95
教室中心 77 3.01 3.687
授業外活動あり 20 2.95 4.383
ビジョン（伸び）
t（95）=-1.05
p=.30
教室中心 77 4.25 4.289
授業外活動あり 20 5.40 4.740
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値の差を算出し，その差が統計的に有意であるか検討
するためにt検定を行った（表 5）．その結果，「アク
ション」得点および「ビジョン」得点の双方で有意差
は確認されなかった．
なお，この平均値の差を算出する際のもととなった
「アクション」得点と「ビジョン」得点について同様
にt検定を行った結果を示したのが表 6である．いず
れの場合も「授業外活動を含む」科目での平均値が高
い傾向が共通しているが，有意差が確認できたのは授
業後の「ビジョン」得点のみであった．
　
1.3　日本人学生と外国人留学生の違い
本稿で用いたデータのもうひとつの特徴は，外国人
留学生のデータが比較的多く含まれているという点で
ある．授業前後の比較ができる97名のうち，9名（ 9％）
が外国人留学生であるが，特に「授業外活動を含む」
科目では，20名中 5名が外国人留学生となっており，
25％を占める．こうしたことから，最後に日本人学生
と外国人留学生との間の回答傾向に違いが見られるの
かを確認しておきたい．
まず，授業前後で学生のキャリア意識にどのような
変化が見られるのか，授業前後のCAVT類型を比較
してみると（表 7），向上，Aゾーン維持，B・Cゾー
ン維持，低下の順に，日本人学生では46名（52％），
21名（24％），17名（19％）， 4名（ 5％）であったの
に対して，外国人留学生では 1名（11％），6名（67％），
2名（22％）， 0名であった．
そして，日本人学生と外国人留学生とのそれぞれに
ついて「アクション」得点と「ビジョン」得点の平均
値の差を算出し，t検定を行った結果を示したのが表
8である．双方とも日本人学生の伸びの方が大きく，
「ビジョン」得点については 3ポイントほどの違いが
あり，統計的有意差も確認できる．
表 8　日本人学生・外国人留学生の得点の伸び
度数
平均
値
標準
偏差
アクション（伸び）
t（95）=1.38
p=.17
日本人学生 88 3.17 3.696
外国人留学生 9 1.33 4.770
ビジョン（伸び）
t（95）=1.97
p=.05
日本人学生 88 4.76 4.381
外国人留学生 9 1.78 3.598
表 6　授業形態別の得点（平均値）
度数
平均
値
標準
偏差
アクション
（授業前）
t（95）=-0.75
p=.46
教室中心 77 17.77 3.986
授業外活動あり 20 18.55 4.850
アクション
（授業後）
t（95）=-0.70
p=.49
教室中心 77 20.78 3.851
授業外活動あり 20 21.50 4.979
ビジョン
（授業前）
t（95）=-1.82
p=.07
教室中心 77 15.84 4.867
授業外活動あり 20 18.15 5.752
ビジョン
（授業後）
t（95）=-2.84
p=.01
教室中心 77 20.09 4.918
授業外活動あり 20 23.55 4.628
表 7　授業前後のCAVT類型の変化（単位：人）
授業後のゾーン分類
A B1 B2 C 合計
日本人学生
授業前のゾーン分類
A 21 2 1 0 24
B1 12 7 0 1 20
B2 5 0 2 0 7
C 17 7 5 8 37
合計 55 16 8 9 88
外国人留学生
授業前のゾーン分類
A 6 0 2 0 8
B1 0 0 0 0 0
B2 0 0 0 0 0
C 1 0 0 0 1
合計 7 0 2 0 9
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また同様に，「アクション」得点と「ビジョン」得
点についてもt検定を行ってみると（表 9），特に授
業前の得点で日本人学生と外国人留学生の間の差が大
きく，「アクション」得点では 4ポイント程度，「ビジョ
ン」得点では 7ポイント程度，外国人留学生の方が得
点が高くなっている．授業前の「アクション」得点，
および授業前後双方の「ビジョン」得点で統計的にも
有意差が確認できる．授業前から外国人留学生は自己
評価が高いこと，もしくは日本人学生の自己評価が低
いという傾向が存在することには留意が必要であろう．
4 ．おわりに：まとめと今後の課題
以上，CAVTを用いたキャリア教育科目受講者の
キャリア意識の変化について見てきた．授業前後の
キャリア意識の変化については，半数ほどの学生が自
身のキャリア意識を向上させている一方で，授業の履
修開始時よりもその意識が低下した者は 6％ほどに留
まっていた．その結果，授業終了時には，授業開始時
からキャリア意識が高かった者と合わせて履修者の
75％程がキャリア意識が高いグループと判別されるよ
うになっており，キャリア教育科目の一定の効果が確
認できる．
一方で，授業の実施形態によってその効果が異なる
のかという点については，教室中心の授業と授業時間
外の活動が含まれる授業の間での違いは見られなかっ
た．ただし，授業外の活動が含まれる授業では「ビジョ
ン」に対する自己評価が教室中心の授業の受講者より
も授業前後ともに高いことから，こうした意識を高め
ることが授業外の活動を含む授業の履修につながる可
能性も指摘できる．
しかしこのキャリア意識の自己評価には日本人学生
と外国人留学生との間に比較的明瞭な差異がある．授
業の前後での変化に有意差はないものの，日本人学生
は留学生よりも自己評価が厳しい傾向があり，キャリ
ア教育が自己評価を高めるという点は重要な意義を
持っている．
なお，いずれの分析においてもサンプルが十分とは
いえないため，継続してデータの取得と検討を続けて
いくことが今後の課題となる．特に，授業時間外の活
動を含む授業科目の受講者数や外国人留学生数はサン
プル数が少なく，キャリア教育科目の編成と内容につ
いての検討を続けていく上で，データの蓄積が重要と
いえよう． 
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